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教養コア科目D（社会と歴史）

経済学
木１　西埜先生

キーワード：　経済統計　マクロ経済学　GDP（国内総生産）　消費者物価指数（CPI）
完全失業率　若年失業　企業価値　ケインズ経済学　45度線モデル

Web　 授業のテーマに関連したデータベースやサイトです。

・ JapanKnowledge　【学内限定】
　　　→ キーワードや授業でわからない言葉をまずこれで調べてみましょう。
　　　　 百科事典・辞書・人名事典・ニュース・学術サイトURL集の集積されたデータベースです。

・ SNA総合ページ（内閣府経済社会総合研究所）【http://www.esri.cao.go.jp/jp/sna/menu.html】
　　　→ GDP（国内総生産）をはじめとする国民経済計算（SNA）のデータが閲覧できます。
　　　　 『国民経済計算年報』【本館参考　331.8/KO48】もあり。

・ 統計データポータルサイト～政府統計の総合窓口～【http://portal.stat.go.jp/】
　　　→ 政府が発表する各種統計データを検索できる。フリーワード検索に授業で取り上げられた経済データ名を入力。

図書　 本には、テーマに関連する内容がまとめられています。授業のテーマをつかむにはまずはここから始めましょう。

・ 『マクロ経済学のナビゲーター　第２版』脇田成 日本評論社 2004
　　　→ 授業の教科書。マクロ経済学の２つの大きな考え方を総合的に解説するともに日本経済に関するトピックスも豊富。
　　　　 経済データを入手できる有用なリンクが「ナビゲート」として紹介されています。

★【本館閲覧室３階　331/MAK】

・ 『マクロ経済学・入門　第３版』 福田慎一, 照山博司 有斐閣 2005
★【本館閲覧室３階　331/MAK】

・ 『マンキューマクロ経済学 入門篇 第2版』 グレゴリー・マンキュー著 足立英之訳 東洋経済新報社
2003-2004
　　　→ 翻訳のマクロ経済学入門の定番テキスト。じっくりマクロ経済学を習得したい人に。
　　　　　ケース・スタディや基本用語集が充実している。

★【本館閲覧室３階　331/MAN】

・ 『マクロ経済学　第2版』 吉川洋 岩波書店 2004
★【本館閲覧室３階　331/MAK】

・ 『マクロ経済学　上　下』 ブランシャール著 鴇田忠彦訳 東洋経済新報社 1999-2000
　　　→ 翻訳のマクロ経済学の定番テキスト。「入門」だけでは物足りなくなったらこちらにも挑戦してみよう。

★【本館閲覧室３階　331/MAK】

　経済学・マクロ経済学に関する図書は、分類番号が「331」の書棚にありますので、直接その場所に行って、どのような本があ
るのか手にとってみましょう。
** ★の付いている図書は、授業期間中（4月～8月上旬）は本館1階パスファインダーコーナーにあります。（館内利用のみ） **

視聴覚資料　 図書館には、ビデオやDVDも置いてあります。

・ 『Anatomy of Japan : the wellsprings of economic power　日本解剖 : 世界の中の日本 : 経済大国の源

泉 』（ビデオ）12巻 NHKエンタープライズ　1987
　　　→ 80年代中頃の日本企業の活力と日本経済の転換点を捉えたドキュメンタリー作品。戦後日本経済を世界へ紹介する
　　　　 （英語）。2巻「日本戦後経済40年の歴史」・4巻「転換期の日本経済-日本企業の海外進出」は日本語で解説。

【本館視聴覚資料室　332.107/NIH】
　*****　視聴覚資料は図書館のゲートを入ってすぐのところと2階の視聴覚室に並んでいます。　*****

雑誌　 テーマに関連した分野の専門雑誌です。図書よりも細かいテーマや最新のトピックスが扱われています。

・ 『経済セミナー』 日本評論社 月刊
　　　→ 経済学の月刊専門誌。経済学の最近のトピックスが掲載されています。初めて経済学を学ぶ人向けに連載も充実。
　　　　 2007年4月号～「マクロ経済政策」連載開始、2006年4月号ｐ54～p61「マクロ経済学入門」全11回連載終了

【本館雑誌閲覧室 33ケ】
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・ 『週刊エコノミスト』 毎日新聞社 週刊
　　　→ 広くビジネスパーソンに読まれる経済専門の週刊誌。テレビや新聞で話題になっているような最新経済情勢について
　　　　 より詳しく論説される。オンライン閲覧も可能→JapanKnowledge　【学内限定】　＞記事・会社情報　＞週刊エコノミスト

【本館雑誌閲覧室　33エ】

参考図書(辞書･事典等) 初めてのテーマは、百科事典や主題別の事典などでおおよその内容をつかみましょう。

・ 『岩波現代経済学事典』 伊東光晴編 岩波書店 2004
【本館参考　331.033/IWA】 【松戸参考　331.033/I】

・ 『現代用語の基礎知識　2007年版』自由国民社 2006
　　　→ 総合新語辞典。ニュースで話題の言葉・テーマがいち早く収録・解説されます。
　　　　 類書：『イミダス　2007年版』、『知恵蔵　2007年版』

【本館参考】

・ 『経済要覧』平成16年版 経済企画庁調査局 大蔵省印刷局
　　　→ 経済データを実際に目にしたいときにはこれを手にとって見ましょう。主要なデータが包括的に掲載されています。
　　　　 出所が明記されており更にさかのぼって詳細データをたどる手掛りになります。

【本館参考　330.58/KEI】

・ 『国民経済計算年報』 平成18年版 経済企画庁経済研究所 大蔵省印刷局
　　　→ 国民総生産（GDP）をはじめとする国民経済計算の諸データが通覧できます。
　　　　 『CD-ROM版』【本館情報検索コーナー　331.8/KO48】

【本館参考　331.8/KO48】

・ 『日経全文記事デ-タベ-ス』DVD-ROM版 日本経済新聞社 1985-2005
　　　→ 日本経済新聞の全文フルテキストをみることができます。フリーキーワード検索に知りたい・調べたいキーワードを入力
　　　　 本館情報検索コーナーで利用できます。

【本館参考　071/NIH】
　*****　「本館参考」にあるものは図書館内で利用して下さい。　*****　

各回講義のテーマをより深く知るには･･･
１．経済データについて
・ 『統計数字を疑う : なぜ実感とズレるのか?』（光文社新書） 門倉貴史 光文社 2006

【本館閲覧室４階小型　331.19/TOU】

・ 『経済指標はこう読む : わかる・使える45項』（平凡社新書） 永濱利廣 平凡社 2006
【本館閲覧室４階小型　331.19/KEI】

２．ケインズとケインズ経済学について
・ 『ケインズ - 時代と経済学』（ちくま新書） 吉川洋 筑摩書房 1995

【本館閲覧室４階小型　331.71/KEI】

３．雇用や格差の問題について
・ 『格差社会 : 何が問題なのか』（岩波新書） 橘木俊詔 岩波書店 2006

【本館閲覧室４階小型　304/KAK】

・ 『経済学的思考のセンス - お金がない人を助けるには』（中公新書） 大竹文雄 中央公論新社 2005
【本館閲覧室４階小型　331.04/KEI】

・ 『仕事のなかの曖昧な不安 : 揺れる若年の現在』 玄田有史 中央公論新社 2001
【本館閲覧室３階　366.21/SHI】

４．企業価値や金融について
・ 『会社の値段』（ちくま新書） 森生明 筑摩書房 2006

【本館閲覧室４階小型　335.46/KAI】

・ 『サバイバルとしての金融 株価とは何か・企業買収は悪いことか』 （祥伝社新書） 岩崎日出俊 祥伝社

2005
【本館閲覧室４階小型　338/SAB】

５．IS-LM分析の時代背景を知るために
・ 『経済政策とマクロ経済学 - 改革への新しい提言』 岩本康志 日本経済新聞社 1999

【本館閲覧室３階　333/KEI】

６．戦後日本の高度成長のメカニズムを知るために
・ 『高度成長 : 日本を変えた6000日』 吉川洋 読売新聞社 1997

【本館閲覧室３階　332.107/KOU】
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